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　冬のソナタ、チャングムの誓い、美男です
ねなどの ドラマ輸出とBoAを筆頭にした少
女時代、カラなどの歌手の公演とアルバムを
通 じて韓流の人気が 日本、中国、フィリピ
ン、ベ トナムを始め、最近にはヨーロッパと
南米にまで影響を及ぼしている。
　特にデジタル器機とSNSの発達で韓国流
のグローバル化が早 く進行されている。しか
し、文化 コンテンツ輸入国家から世界で韓流
を主導しているわが国が持続的に発展するた
めには文化コンテンツ生産システム構築が至
急である。
　そうするためには高度化されたマーケティ
ング戦略が必要である。同時に徹底的なビジ
ネスプロセスを構築 しなければならない課題
を抱えている。
1　韓流の概要
1-1　韓流の形成
　韓流が形成された原因中の一つは1980年
代から大学で勉強した立派な人的資源の充員
が成 り立って来た。
　そしてそういう人材たちが映画、放送局、
演劇、歌謡などの文化産業の現場に入って実
務を身につけて理論面と実務面で根強い実力
を積んで来た。またエンターテイメント仕事
に対する人々の認識が変わったし選好度が
益々高 くなった。同時に産業資本の文化 コン
テンツ分野に対する投資し始めた。そして政
府の文化産業育成支援策 も韓流を形成するの
に大きい役目をした。
1-2　デジタルと韓流
　韓流はYouTubeとFacebook、　Twitter
などのSNSの発達でボーダーレスでリオル
タなので拡散する兆しを見せている。
根強い韓国のITネ ットワーク基盤は韓流
のグローバル拡散に大きく寄与している。
　その間韓流は大企業と中堅企業に製品マー
ケティング戦略に活用されて来たが、デジタ
ル器機の発達で中小企業にまその恩恵がつな
がっている。
2　日本の韓流
　韓流と言うまでは言えないが、韓国の文化
コンテンツの紹介ほどと言える動 きとして
1980年代、チ ョー ・ヨンピル、桂銀淑とい
う歌手がいた。
　シュリ、JSA、猟奇的彼女などのような映
画などが2000年の初めに日本に紹介され始
めて日本人たちが韓国映画すなわち韓国文化
コンテンツに対 して関心を持ち始めた。
　韓流のブームが起き始めた時点はBoAが
本格的に日本で活動をしてからである。
　その後NHKで 冬のソナタの紹介は2002
年韓日共同ワールドカップ開催をきっかけで
韓流を形成するのに決定的な役目をした。
　韓日共同ワール ドカップカ減 功的に幕を閉
じた以後、チャングミの誓いなどを始めに多
くの文化コンテンツが紹介 され、ヨン様、
チェ ・ジウ、故バク ・ヨンハ、少女時代、カ
ラなどの韓流スターたちが誕生された。
　韓流は大衆文化流行→派生商品購買→韓国
商品購買→韓国選好現象につながった。
　しかし、韓流のブームとともに反韓流の動
きもあった。
　韓国を卑下する く嫌韓流〉は発刊になって
か ら30万部も売れながら一部勢力 と放送社
での韓流阻止動きもあった。
　2011年3月11口東日本大震災の時韓国政
府と韓流スターたちの自発的な激励と支援は
韓流に対する良い感情を長 くいけるのに役 目
をした。
3　韓国ソフ トパワーのグローバ
　　ル展開
　調査(2010年11月文化観光部の韓国、日
本、中国、ベ トナム、 タイ3,000人の対象で
のオンライン調査)に よれば韓流ホットイ
シューTOP10を見れば経済韓流ブームが1
位で2位 が 韓国食べ物3位 は 日本 での
K-POPそして1(粒が医療観光順序であった。
　実際2010年10月関税庁によると自動車と
耐久消費財に偏重した輸出品目が生活用品、
化粧品、食品、衣類など非耐久消費財に多様
化されている。
　初期韓流は冬のソナタ、チャングムの誓い
などドラマを中心に日本の中年層、中華圏で
形成された。彼らは家電製品や韓国文化を見
て楽しんで韓国内 ドラマ撮影地を訪問した。
　 しかし、経済韓流は東南アジア、中東、中
南米などから10～20代若者たちを中心に化
粧品、アクセサリー、女性衣類、携 箭電話、
嗜好品(お菓子、ラーメン、キャンディ)に
拡がっている。
　90年代中盤にはアジア地域で化粧品、加
工食品などの商品が増加 したが、最近には
K-POP人気で若者たちの間で衣類、アクセ
サリー、携帯電話、電子機器などが増加され
ている。
　国家別では日本はマッコリと化粧の品輸入
が、中国と東南アジアは化粧品が増加してい
る。
　韓流の輸 出敷果 を見たらイラクの場合
2005年に比べて2010年7,716%、イラク
234%、ペルーは320%で増加 した。
　韓流の文化コンテンツは韓国商品の輸出増
進と韓国に対するイメージ上昇につながって
韓国のソフトパワーを形成するのに大きく寄
与している。
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4　企業の韓流の活用
4-1　 サ ム ソ ン電 子
2011年CES(The　international　consumer
Electronics　Show)の時少 女 時 代3D動 画
を使 っ て サ ム ソ ン電 子 の ス マ ー トTVを 全
世 界 に広 報
4-2　 LG電子
国内最大エ ンターテイメン ト社であるSM
プロダクシ ョンの去年10月23日アメリカ
ニューヨークで開催された 〈SMらしいライ
ブワールドッアー〉後援
SM所属であるスーパージュニァモデルをス
マー トTVを 含めてTV、 新聞、屋内外看
板などにグローバルマーケティングを行っ
た。
4-3　 中小企業
YouTube、動画、　SNSを活用して広報
・低いブランドイメージを克服するため動画
　を活用 して大きな反響を呼びかけている。
　例)Nudecosmeticの消費者商品
　　　Reviewing　Marketing　Campaign
・韓流動画をクリックすると自社の商品広告
　に繋がる。
・インターネットに広がっている韓流動画自
体が広告のプラットホームになる。
5　韓流と韓 日企業協力
5-1　韓流と日流の特徴
　韓流は短期聞に集中的に爆発的で好きな階
層がどの位決まっているものの日流は中長期
的で徐徐に持続的で多数を対象で底辺の広
かって行 く傾向がある。
　韓流はドラマ、K-POPなど文化コンテン
ツ中心に発展 して来ているが、日流の場合は
1970年代から形成されて来た家電、マンガ、
小説、アニメーションを土台で最近にはウエ
ルビーイング文化拡散によって食べ物文化が
流行っている。
5-2　韓日協力の可能性
日流の特徴と良さ
・文化コンテ ンツの原型の水準力滴 い。
・マンガ、小説などのドラマの源泉になるこ
　とができる並びに面白くて豊かな内容のコ
　ンテンツがたくさんある。
・豊かな資本力
韓国の特長店
・韓流社会は多くの変化の経験で素材が豊富
・文化の多様 性収容で主題が多様である。
・優秀な創作能力と製作能力
・産業社会とIT時代一 優れているITイ
　ンフラ基盤
・日本文化とアメリカ及びヨーロッパ文化の
　融合性
・海外で習得 したグmバ ル人才の増加
・発展途上国で中先進国での経済発展
韓口が日本の文化原型と韓国の応用 ・製作能
力そしてグローバルマーケティングシステム
を活用 したら新 しい価値を作ることができる
絶好の機会
6　結びの言葉
　 日本、中国、東南アジア地域 で韓流ス
ター、 ドラマ、K-POP中心の韓流は経済韓
流、韓流イメージ向上へのソフトパワーで発
展 して行っている。
　 しかし、文化システムは体系的に構築され
たと言える段階ではない。
　先進国の文化生産システムはマーケティン
グカに依存 している。
　高度化されたマーケティング戦略を立てて
グローバルマーケットの制度に適応するため
の体系的な準備が必要である。
　同時に文化的な原型の開発及び確保にも努
力をしなければならない。
　韓国の文化的な多様性と応用 ・製作能力と
日本の文化生産システム、豊富な文化原型、
資本力などが取り組めばソフトパワーにおい
て韓日両国のウィンウィンすることができる
絶好のチャンスである。
韓国ソフトパワーグローバル展開と韓日企業連携 5
